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＊

　　　　　　　　　　　　　　　4．バ バ ヤ ス デ 科 の 1新種 と 1新 亜種

　　　　　　　　　　三 好 保 徳 （愛 媛 松山北高校） （ユ951 年 ユ2 月 26 日 受 領）

　
バ バ ヤ ス デ 科 （Leptodesmidae ） に 入 る屬 と し て 記載 され た も の は 明 らか に は 確 認 さ れ て い ない もの も數

え る と 約 80 に 及 ん で い る 。 こ 九 ら 多 く の 屬 の 標徴 の 1 つ に 基筋桿 （Heftstab｝ の 有無 が と りあげ られて い

て 基節捍 の あ る屬 とそれ の 無 い 局 と が あ る の だ が 若
：Pの 屬 （例 え ぽ P 物 砌 肋 懈

・
LeptedesmttS ・ Aiocodes’

〃 硲 等） で は 1 瀦 巾に基鯲 旱を有す る種 と 有 し な い 種 とを ふ く ん で い る 。 A ’
FTEMS に よ 弼 ま Rkysadesmus

は 基 節桿 を 缺 く屬 で あ る （Das　 Tierreich ， 69．　Lieferung ）。 し か し高桑良興 博士は本 麗 に 基 節桿を有す る

R1り
1
・・加 ’挧 ・ 漁 … ’・〆弧 ・KAKUWA を 記戯 さゴ囑 徴 も 「多 くの 覈 は 基節檸を 缺 く1 と さ t。fc ． 筆者 も ま た

墓節桿を有す る コ新 種 を本厩 の もの と して 次 に 記戦す る の で あ る h；そ れ は 至 く基節梶 の 有無以 外の 重 要な標

徴 に お い て Rltysortesn’ttfs に 入 れ る の を 正 し い と 考 え る か らで あ り，ひ い て ほ 高剰 導士 の SOに 從 5もの で あ

る 0

　 1）Rrり
・
sodestntts 　 serrrela ．

tlls　 n ，sp ．（キ タ ヤ マ ア マ ピ

コ ヤ ス デ ）

　 雄 の 鱧 長約 27mm ，體幅

約 5mm ．體 色 ア ル コ ール

標 品 で ほ 黄福 色 ， 後環 節背

板後蘇 に 孕 月形 の 褐色 紋 あ

り 。 頭 頂 に 1 麹 の 剛 毛 あ り

離 頭部 に は 殆 ど毛 な く前額

部 に は ま ば ら に 毛 が あ る 。

側庇 は 普 ；懣に 發蓬 し 略 第 5

側 庇 よ り後角 が 3 角 形に 突

出 し 鐘方ほ ど 著 し く 臼．側 庇

の 前繕 と 後縁 と に ほ 大 諮 鐺

5 よ り極微紬 な鋸 齒突起 が

あ る （第 1 翻 ，
3）。第 4 歩

肢 の 胸板に 長 い 棍拂状 の 棘

状 突 起 凋 あ り ・ 第 6 渉 肢 　 　 　 　 　 Fig ．1．　Rhys ・desmtes 　serrttlat ，、。−n ．　sp ．

胸板 に ‘漏 弔 な 前 方 へ 傾 い た 隆起 ・鍔 が 見 ら れ る 。澱 の 基 節に は そ の 先端腹 面 に獣 ゐ突起は な い ． 前 腿 ，
節 は 第 9 歩肢 か ら そ の 先聴 而 1こ 鰍 突起 が 生 じそ れ 嬾 方 の 歩肢 を鋩 薯 し い 。 尾節 は 畷 彫 で 多少壓 干 さ

れ そ の 先端 に は 2 個 の 瘤状隣 起あ り 。

生 殖肢 ： 基節 は 卵 形で asee」t3の 基 窿鱒 ｛第 ・ 亂 H ・・）あ りそ の 基部 の 内側 ｝・ は 長大 な 1 本 の 劑 毛 と數＊
の 小剛 毛 を 生 じ て い る ・ 前腿 節突憩 娠 くhB−1：v で 基 部 で ほ な か な か 甼翩 廊 ・

。 端 搬 長 くneasで 先端 は 急 に

紺 な り鉤状 に 曲 つ て い る 澗 そ こ ｝こ ・ 個 の 小 突起鵡 る 儲 ・ 岡 ， ・）． 前腿節突起 の 基 部 丙側 に tx小齒歌突

起 あ り （第 1 鳳 ・ ）・ 端 枝 と前腿節 突起 と 麟 雫行で あ る 。 模 式標 晶蓬地 ・ 紀 ｝靴 1職 ． 大 阪市 立 自然 隙
博 物館北山狹科學 調 査 嘲撮 集 に よ る も の で 槙 式攤 1ほ 同 博物億 に 保 存 さ iして い る 。

　2） RJ 」ysodesmftS 　 s 砌 licirCtltaris 　kesidei　n ．　 subsp ．（ホ シ デ ア マ ピ コ ヤ ス デ 〉

　體長 約 53mm ．體蝿 9mm
， 後環 節背板 は 曙無 色 。觸 角 ， 腹 面 及 び 歩 肢 は 淡黄 。側庇 は よ く發嵳 し ，そ の

＊
こ の 研 究 は 文 部省科 學研 究助 成金 に よ る c，

（31 ｝
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動 　物　學 　雜 　誌 第 61 卷 。釘， 9　號

後角は 第 6一第 9 よ り 3 角 形 に尖 ．

り後方 の も の 程 著 しい 。 後環節 の 背

板前孚部は 孚 月 形 の 後孚 を殘 し て 多

少膨ん で い る （第 2 圏，6）。 堆 の 第 4，

第 5 渉肢 の 胸板 に 多 少瘤 隆起 ら し き

も の あ る に し て も發逮 せ ず ， RhySPt

desmus 　Semi α

’
rb 麗 lafis　 TAKAKijWA

　　　　　
Fig ・2・Rkor ・・desmus 　sem ：

’
circtelaris 　 h・曲 ∫ n ．　sub ・p．

t．lls　1・2・3｝・模 式標 品奩 触 山 口 縣 萩 笠山 。 星 出兵 馬 民 嬾 せ ら る ． 本 亜 種 の 模式標 翩 煉 京科學博 櫨
に 保存 さる 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R ξsur ．　n6

　　　　　　　　　　　　　　　　　Be 董trage 　zur 　Kenntniss 　japanischer　Myriopoden

　　　　　　　4・Auf ・at ・・．　U ・b・・ ein ・ ．　neue 　A ・t・und ・ 量ne 　ne ・e 　U ・ tera ・t　v ・ n 　D 三pl ・P 。 d。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YAsuNoR 亙 MIYosl （Matuya 皿 a 　Kita　Kolo −Gakko 》
1・R ’tys°desmtts 　 serrutat ” s　 n ・sp ・（L ・ pt・desmidae ）　 La ・ge　ca ．27mm ．　Breit 。 5皿 m ．　 Farb 。

　g 。lb一

臨 鬻。  黜 盒盤欟 ξ
i
鶚轟 。黙。畿

t

縲 。 葛贈 翻 農嘲 气濫
v °「t「 etnd ・V ・ ・d・ r−u ・d　Hlnter・ti・ der 　 etS ・・ v ・m 　5．　S ・it・ nfltigel 　 an 　 vi ・ 1。　winZig 。　 Stigeziihnch。n 。 。 r −
ha ・d ・ n ・B ・im ♂ ； St・・nit 　des　4・Be ゆ … e ・ m 重t　2　 k・ ul ・f6． ml9 。n 　 F 。．t。at。e 　und 　St。 r 。it　 d。s　 6．
Beinpaa 「es 　zew ・i．　ni ・d・ig ・ ・ ch ・・rn ・geri ・h 亡・tb　H6 ・k ・ ・ … h ・ nden ．　 V ・ m 　7 ．　S 。gment 。。　w 。蕾t。．，　b6−
findet

　
sich

　
d ° ・・a ・tig・ K ・g・置・ m 　E ・ d ・ der・ Ventral・eit ・ v・n　P ・5f・ m ・ ・ d ・s　B 。in。 。．　G 。n 。園 en ， 豆醸 。

° vaL 　mit 　HUft ・t・b・u ・ d　n ・b・n 　ihm 　m6h ・e ・e　B ・ rst ・ n ．　A ・・。P・d｛t　g 。．。 d 。，　b．eit 　u 。d　an ｛End 。
　Pl6tz −

1ich
　ve 「sch 鹹 1ert・w ・ ・i・h ・・ ch 　ei ・ Ztih・・h ・ n 　b・fi皿 d・t．　Prdfem ・・alf ・・ tsat・ ki」。・ et 。 L。　d 。 。　A 。。。圃 ち

und
　
n ° ・h ・ ndwti ・t・ ・ llmahli ・h　ve ・・chmal ・rt

．
　ei ・f・ ・h　 u ・ d ・ n 　d 。m 　G ．。 nd 　gibt 。 。

　k1。韮。 。n　Z。hnf。、
・t−

satz ・Fundort ： Kitaya 皿 a ・Kyb （Kii）．
2・11・hy ・・ desmi・… 麟 r・Utari・ h・sid ・i・ n ，　s ゆ ・p．　La ・・ge 　ca ．53mm ．　B 。eit 。 9mm ．　M 。 ta。。 ，iite・duhl｛

−
e 】9「廿n ・Dle　 Hi ・t・・eck … m6 ・− 9・・Se・ment 　．a・ t・hna ・・i・・pach・hi… nv ・・tret・ nd ．… d ・lwa 、t。　i脚 。 r
me 「kli・h・M ・t・ zl・・ iten　9 】・tt　und 　die　v ・ ・d … Halfte

’
d・・ ca ご5．＿15．　M 。taz。 nit 。 n 　e ，riOht。i。h 。tw 。9．

Ste「niten ・i・ d　d・ m 　R ・跏 癖 牌 吻 ・
・is　 TAKAKUwA 　 ahnli ・h ．　P ・菖f・ m 。 。　b 。i ♂1。。g 。fl」hr　 v6 。i　 Sieb。 rit。n

欝 鵠 驢 緇 1謡 認淫，8鴨 。默 翻 灘 。課 。織 。鸞 ：懿 奮。鬻 二
f° 「tsatz

　b・fi・d ・t・und 　wi ・d… mE ・ d・ ・… k9 ・ bO… ．Fund ・ … Kasa 一 Y ・m ・ ｛Y ・ m 。9。 ・i＿ K 。n ）．

に 似 て い る 。 歩 肢 の 基 節 に突起な く

前 腿節で は 大 饐 第 7 よ りそ の 先端 腹

側 に棘獣突rebS始 ま る。雌 の 胸板 に

は ま ぼ ら に 毛 あ り大體第 5 歩肢 の 前

腿 飭 か らそ の 先 端腹狽ljに 棘 状突趨 あ

り o 脛節 と雖 節 と ots腹側 で は 第 3 か

ら 大 體第 17 渉肢 の 場 合鋸齒歌棘 の 　 ・

列 が 見 られ る （第 2 圃 ， 4
， 5）。

　　生 殖肢 ： ll　Fty5ede5thus　 5e ”1iCirc＃ −

taris　TAKAKUWA 　の 生殖肢 に 類似

し て い る 。 し か し 端 枝 は 申央 部 に お

い て ほ ぼ 直角 に 曲 り，そ こ に 1 っ の

．齒撒 起 を 具 え ダ さ ら に 端枝 は そ の

先 端 近 く で直角 に 曲 つ て い る （第 2 ・

（32 ）
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